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【【背背景景】】制御性T 細胞（Treg）は、免疫応答を抑制する機能を有するT 細胞である。筋委縮性側索硬化症（ALS）で

はTreg の機能不全が知られており、Treg を移入することによって、ALS の進行度を示すAppel ALS scale のスコア

上では進行が抑制される（Thonhoff et al. Neurol Neuroimmunol Neuroinflamm. 2018）。 
【【目目的的】】ALSに特異的なTregの特徴やALS Tregの誘導・増殖機構を解明することを目的とした。最終的には、Treg
の誘導に限らず、ALSの発症や増悪化を遅延させる方法を探索することを目的とした。 
【【方方法法】】 
家族性 ALS の原因遺伝子である変異 SOD1 トランスジェニックマウスを用いて、経時的な神経症状の解析を行った。

また、フローサイトメトリー解析やシングルセルRNAシーケンス解析により、脊髄や所属リンパ節の免疫細胞の解析

を行った。 
【【結結果果・・考考察察】】病巣部位である脊髄でのTregを増やす研究を試みていたが、予想外にTregの機能低下を顕著に認めた

のが腰髄の所属リンパ節である腰部リンパ節であった。脊髄におけるTregの浸潤は野生型とSOD1変異マウスで差が

認められず、脊髄で有意に増加するT細胞はCD8T細胞であることが分かった。腰部リンパ節でのTregの機能不全に

より、CD8T 細胞の活性化を抑えることが出来ず、脊髄への CD8T 細胞浸潤が起こると想定し、腰部リンパ節を除去

するとALSの神経症状の改善が認められた。以上の結果より、腰部リンパ節でのTregの機能不全による免疫応答抑制

がかからず、腰部リンパ節での CD8T 細胞の増加と脊髄への浸潤が ALS の増悪化を引き起こす可能性が示唆された。 
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